
企業理念

14 DNPグループの企業理念

15 イノベーション創出の変遷

強みとビジネスモデル

16 強みとビジネスモデル

17 高度化された印刷技術

18 主な事業領域

19 グローバル展開

20 企業理念の浸透

マテリアリティ

21 サステナビリティ経営の全体像

22 持続的成長を支える価値創造ストーリー

23 マテリアリティの特定および重要性評価プロセス

24 マテリアリティを起点とした価値創出の体系

25 マテリアリティ実現に向けた重点施策とKPI

26 リスクおよび機会の重要性評価

27 重要なリスクへの対応：

 サプライチェーンの高度化と

 インテリジェンス機能の構築

6つの経営資本

28 6つの経営資本

30 経営資本の掛け合わせ

31 コーポレートブランディングによる

 経営資本の高度化

DNPとは1
Section 150年にわたり培ってきた強みの本質や競争優位性を起点に、

価値創造ストーリー、マテリアリティ、経営資本など、

DNPの持続的な成長を支える全体像をご説明します。
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私たちは一世紀半前、「文明の業を営む」という言葉に表される志のもと、

当時最先端の活版印刷事業を通じて文明社会の発展に貢献することをめざし、創業しました。

その精神は、150年を経た今も変わることなく受け継がれています。

現在、DNPグループは「未来のあたりまえをつくる。」というブランドステートメントのもと、

印刷で培ってきた技術・プロセス・スキルをさらに磨き、多様性に富む社員一人ひとりが

対話と協働を重ねながら、新たな価値の創出に挑み続けています。

これからも私たちは、社会と生活者にとって意味のある価値を生み出し続けることで、

「未来のあたりまえ」をかたちにしていきます。

創業時から続くイノベーションマインド

DNPグループの企業理念

“社会に価値を提供していく”というイノベーションマインドは、
150年を経た今も変わりなく受け継がれています

企業理念

DNPグループは、

人と社会をつなぎ、

新しい価値を提供する。

企業理念

対話と協働

行動指針
P＆Iイノベーションにより、

成長領域を軸に

事業を拡げていく。

事業ビジョン

未来のあたりまえをつくる。
DNPグループビジョン

ブランドステートメント

「印刷を通して知識や文化を広め、
国家の近代化に貢献したい」

文明の業を営む
1876年 創業

1876年

秀英舎 銀座で創業

1881年

自社で活字の鋳造を開始

1886年

市谷に工場を開設

14
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出版印刷業 総合印刷業 P＆Iソリューション P＆Iイノベーション情報加工産業～
情報コミュニケーション産業

DNPは150年にわたり、印刷技術を高度化し、応用・発展させながら、多様なイノベーションを創出して、事業を拡大させてきました。

その根底にあるのは、創業時から続く挑戦のDNAです。150年で培った強みを現在に活かし、新たな価値創出と未来の成長につなげていきます。

いつの時代にも社会に欠かせない価値を生み出す挑戦のDNA

イノベーション創出の変遷
企業理念

1951 1955 1960 1965 1970 1975※1 1980 1990 200019951985 1988※2 2005 202020152010 2025

1,000,000

500,000

1,500,000

0

 売上高の推移 （単位：百万円）
 大日本印刷（単体）
 大日本印刷（連結） （1977年5月期～）

※1 1975年5月期は6カ月決算　
※2 1988年3月期は3月決算に移行のため10カ月決算

1876年～ 出版印刷 1951年～ 拡印刷 2015年～ P＆Iイノベーション
DNPの祖業 印刷技術の応用・発展で事業領域を拡大し、現在の注力事業領域の礎をつくる 社会の変化を先読みし、新たな価値を主体的に創出

「ミニ腸」を用いた研究・開発
ヒトiPS細胞から作られる「ミニ腸」は、人間の腸に
近い機能を持つミニチュア臓器。DNPは微細加工
技術を活かし、再生医療・創薬分野での活用に向
けた開発を継続。

1997年 PETボトルのインライン無菌充填システムを
開発

1999年 リチウムイオン電池用
 バッテリーパウチ製品化
 ➡EVや再生可能エネル

ギーの普及に貢献し、産
業用高機能材関連事業
へ発展

2001年 有機ELディスプレイ用蒸
着マスク(メタルマスク）を
開発

 ➡次世代ディスプレイの実用化を支え、
 デジタルインターフェース関連事業に発展

2003年 太陽電池用部材を開発

1951年 紙器・軟包装分野、建材分野に
 進出

1958年 ブラウン管カラーテレビ用
 シャドウマスクの開発に成功
 ➡カラーテレビの国産化に貢献、
 ディスプレイ事業へ発展

1985年 昇華型熱転写記録材を開発、
 生産開始
 ➡オンデマンド高画質出力の
 需要を支え、フォトイメージング
 関連の事業へ発展

1959年 トランジスタ用蒸着マスク開発
 ➡半導体製造用フォトマスクの
 製造につながり、半導体関連の
 事業へ発展

1970年 大阪万博でパビリオン9館の出展企画を受託
 ➡体験価値創出の知見を蓄積し、
 企画関連の事業へ発展

1972年 コンピューター組版システム（CTS）本格稼働
 ➡デジタル化を先導、DXの起点へ

1983年 国内初の書き換え可能なICカードを実用化
 ➡安全・安心な情報活用を広げ、
 情報セキュア関連の事業へ発展

1877年 書籍『改正 西国立志編』
 印刷

 民間企業として紙幣印刷 
 の一部を担当
1945-
49年

創
業

第
二
の
創
業

第
三
の
創
業
へ

XRコミュニケーション事業を展開
リアルとバーチャルの空間を融合し、新しい体験価
値と経済圏を創出する「XRコミュニケーション」事
業を開始。社会課題の解決をめざし、多様なパー
トナーと連携しながら、新たな社会基盤・コミュニ
ケーション基盤を主体的に創出する。

基板上の樹脂等に、回路パターンを形成したテン
プレート（版）をハンコのように圧着させ、nm（ナノ
メートル）単位の超微細な凹凸パターンを樹脂等
に転写する技術。次世代半導体の普及を支える。

ナノインプリントリソグラフィ開発

自動車内装用次世代加飾パネル開発
住宅建材で培った木目や幾何学柄などの高意匠
加飾パネルにデジタルでの情報表示機能を付加し
た次世代加飾パネルを開発。次世代モビリティ体
験を創出する。

1997年 ディスプレイ用反射防止
 フィルムの本格生産開始
 ➡多様なデバイスの進化

に貢献し、デジタルイン
ターフェース関連の事業
へ発展

15
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強力な研究開発体制  P66 高い特許競争力  P69 生産設備の自社開発による高い参入障壁  P70

付加価値の高い製品・サービスを提供し続けていく
未来のあたりまえをつくる。

P＆Iイノベーション

プロセス設計・マネジメント力

製品設計から

量産・運用までを

一貫設計

多様なパートナーの

技術を掛け合わせる

コーディネイト力

責任をもって届ける

プロセスの

安定性

スマートコミュニケーション部門 ライフ＆ヘルスケア部門 エレクトロニクス部門

高度化された印刷技術  P17

情報処理技術 微細加工技術 精密塗工技術 後加工技術

紙・樹脂・金属・ガラスなどの多様な基材に、

高精細・高機能・高品質加工を大量かつ安定的に実装できる技術群

DNPの強みの源泉は、創業以来磨き続けてきた印刷技術と変革に挑戦するイノベーションマインドにあります。

高度化された印刷技術と、顧客との対話を通じて磨き上げてきたプロセス設計・マネジメント力を掛け合わせることで、独自の強みを生み出し続けてきました。

こうした強みの積み重ねにより、高い参入障壁を生み出し、多様な事業を通じて社会に新しい価値を提供し続けています。

P＆Iイノベーションにより、高い参入障壁を生み出す

強みとビジネスモデル
強みとビジネスモデル

非連続的な発想で、変革に挑戦する組織風土

P＆Iイノベーション

16
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印刷の基本工程

高度化された印刷技術

情報処理 微細加工

P&I  Printing & Information
精密塗工 後加工

フィードバック

納入／効果測定原稿・情報加工 印刷 製本・加工企画 製版 刷版

DNPが提供する主な製品・サービス

ICカード BPOサービス
有機ELディスプレイ
製造用メタルマスク

※ ディスプレイ表面用の反射防止フィルムおよび防眩フィルムにおいて

半導体製造用
フォトマスク

写真プリント用
昇華型熱転写記録材

リチウムイオン電池用
バッテリーパウチ

PETボトル用
無菌充填システム

フォント／メディア変換／画像処理・認識／
データ分析／情報セキュリティ

情報処理 微細加工

後加工

情報処理 精密塗工

企画・設計

賦型／エッチング／精密彫刻／
写真製版／ホログラム

コーティング／印刷／EB・UV硬化／
真空成膜／材料設計・開発

ラミネート／無菌充填／
プラスチック成型／転写

国内トップシェア 国内トップシェア世界トップシェア 世界トップシェア外販用フォトマスクで
トップレベルのシェア 世界トップシェア 世界トップシェア

ディスプレイ用
光学フィルム※

光学設計 材料開発

精密塗工

精密塗工 後加工

評価・解析材料開発

後加工情報処理 後加工

印刷技術を核に、その強みを応用・発展させることで、多様な事業領域へと展開してきました。

情報処理、微細加工、精密塗工、後加工の高度化された技術を掛け合わせることで、世界トップシェアを持つ製品やサービスを生み出しています。

P&Iイノベーションを通じて事業領域を拡げ、社会や産業に欠かせない価値を提供し続けています。

印刷技術を応用・発展、世界トップシェアの製品・サービスを生み出す

高度化された印刷技術
強みとビジネスモデル

微細加工

精密塗工

微細加工光学設計

後加工

加飾フィルム、
成形部品

光学設計 精密塗工

後加工 企画・設計

17
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モビリティ関連
産業用高機能材関連

メディカル・
ヘルスケア関連 包装関連 生活空間関連 飲料事業

デザインや機能の向上で「移動」
の価値を高め、次世代モビリティ
社会の実現に注力。変化を先取
りした高機能材開発も推進。

製薬企業向けに医薬品のパッケージ
や原薬を提供し、さらに製剤事業を
受託。医薬品の品質維持や利便性
に関する価値を提供し医療に貢献。

食品・飲料・日用品等のパッケージ
をグローバルに展開。環境負荷を
低減した安全・安心な製品・サー
ビスで心豊かな暮らしに貢献。

住宅や各種施設、自動車・鉄道
車両等のあらゆる空間に価値を
提供。機能性とデザインを高め、
彩り豊かな空間を構築します。

北海道コカ・コーラボトリングがブ
ランド力を活かした事業を展開。
「オールDNP」の相乗効果で、人々
に価値を提供します。

イメージング
コミュニケーション関連 情報セキュア関連 コンテンツ・

XRコミュニケーション関連 マーケティング関連

世界トップシェアの昇華型熱転写
記録材やフォトプリンターを100カ
国以上に展開。撮影体験や写真を
通じ世界中に笑顔を届け続けます。

高度なセキュリティ基盤を活かし
た認証DX・決済・BPO等のサービ
スで、働き方改革や安全・安心な
社会の実現に貢献します。

I P（知的財産）の活用、 XR・AIの
応用により、リアルとバーチャルを
融合した新たな体験価値を創出
し、グローバルに提供します。

DXを推進しながら、企業と顧客の
コミュニケーション施策を企画・
実行し、最高の顧客体験価値を
開発・提供していきます。

教育関連

学びのプラットフォーム「リアテン
ダント」等で、児童・生徒一人ひ
とりに寄り添った教育と教員の業
務負荷軽減を実現します。

出版関連

書籍・雑誌や電子の本の製造と
販売、出版コンテンツのグローバ
ル展開、地域の活性化などで、
人 の々「知」を支えます。

ラ
イ
フ
＆
ヘ
ル
ス
ケ
ア
部
門

ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部
門

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門

デジタルインターフェース関連

独自の光学設計技術とコンバーティング技術を
駆使し多様な機能を持つ光学フィルムや、有
機ELディスプレイの薄型・軽量化、高精細化を
実現するメタルマスクを展開。研究開発から量
産まで一貫してディスプレイ技術の発展に貢献
し、快適な暮らしを実現していきます。

半導体関連

フォトマスクやリードフレーム等、半導体関連
のキーコンポーネントを展開。ナノインプリント
用テンプレート、EUVフォトマスク、次世代パッ
ケージ向けガラスコア、光電融合など成長が
期待される先端領域へ事業を拡大し、高品
質・高精度な製品を国内外に提供しています。

エレクトロニクス部門
■売上高：

2,518億円(構成比16.6%)

■営業利益：
507億円(構成比39.6％）

ライフ＆ヘルスケア部門
■売上高：

5,123億円(構成比33.8%)

■営業利益：
372億円(構成比29.1％）

スマート
コミュニケーション部門

■売上高：
7,503億円(構成比49.6％）

■営業利益：
400億円(構成比31.3％）

売上高

1兆5,125億71百万円
営業利益

1,010億39百万円

ダミー

2026年
3月期実績
外：売上高
内：営業利益

DNP独自の印刷技術、それらを支えるプロセス設計・マネジメント力を磨きあげることで多様な事業を展開しています。

現在、3つの事業セグメントで、国内そして世界トップシェアを獲得し続ける製品・サービスを展開。人々の暮らしに不可欠な価値を提供し続けています。

P＆Iイノベーションにより、多様な事業を展開

主な事業領域
強みとビジネスモデル

P＆I
イノベーション

高度化された
印刷技術

プロセス設計・
マネジメント力
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DNPは、グローバル市場に向けた製品・サービスの提供を加速するため、世界各地に拠点を展開するとともに、M&Aや共同研究、パートナーシップなど多様な手法を組み合わせ、

成長性の高い市場や先端技術領域へ踏み込みながら事業を拡大しています。こうした取り組みにより、注力する事業領域のグローバル展開を加速し、新たな成長機会を取り込みます。

欧州有数のイノベーション拠点で
あるオランダ・アイントホーフェン
に研究拠点を開設し、光電融合
の最先端技術と企業ネットワーク
を取り込み、次世代半導体分野
での競争力強化を加速していく。

半導体関連

独自の光学設計とコンバーティング技術
を特徴とするDNPの光学フィルムは、グ
ローバルブランドの製品に継続採用され
ている。ディスプレイ市場における大型
化や高機能化のニーズに対応し、生産
体制の高度化を引き続き進めていく。

デジタルインターフェース関連

事業のグローバル展開を加速し、新たな成長機会を取り込む

グローバル展開
強みとビジネスモデル

ヨーロッパ

9都市
アジア

18都市

北米

9都市

米国（サンフランシスコ、ボスト
ン、シャーロット）に東京アニメセ
ンターを開設し、日本のアニメ・
マンガを軸としたコンテンツビジネスのグローバル展開を加速す
るとともに、新たな収益機会の創出を進めていく。

コンテンツ・XRコミュニケーション関連

フォトイメージング関連

インド工科大学ハイデラバード校
と連携し、急成長するインド市場
を舞台に、EV向け無線給電と医
薬原薬の合成技術の研究開発を推進。モビリティとメディカル・
ヘルスケア両領域での新たな価値（事業機会）を創出していく。

モビリティ＆リビング関連

メディカル・ヘルスケア関連

アフリカを中心に政府
向けID認証サービスを
展開するRubicon社を
M&Aし、日本で培った
認証・セキュリティ技術と融合。新興国の社会インフラ
構築に参画しながら成長市場を取り込んでいく。

情報セキュア関連

© Indian Institute of Technology Hyderabad

高意匠加飾と鮮明な映像表示を両
立した車載向けディスプレイ対応フィ
ルムの量産開始。中国の自動車市場
での展開を皮切りに、車内空間の体
験価値向上を軸に事業成長を加速
していく。

モビリティ＆リビング関連 隈研吾氏設計の台湾「KUMA TOWER」に、
多様でリアルな意匠性を持つ外装材とし
てDNPのアルミパネル「Artellion」が採用さ
れ、今後は海外展開を拡大していく。

モビリティ＆リビング関連

高い無菌性と高稼働率を強みとす
るPETボトル用無菌充填システム
により安全・安心な飲料供給を支
え、アジア・インド・オセアニア市
場を中心に採用を拡大していく。

無菌充填システム関連海外拠点

36都市

DNPはグローバル市場に向けた

製品・サービスの提供を行うため、

世界各地に拠点を設けています。
（2026年3月31日現在）
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150周年プロジェクト  |  コンセプト 「前例を力に、前例のない夢に挑む。」
これまでの150年間、育て、受け継いできた、DNPに流れる志・技術・知見・組織力・人とのつながり。

それらの“前例”は、どの事業分野にも存在し、変革に必要なDNPの強みとなります。「より良い未

来」をつくるためには、それらの“前例”を学び、活かし、力に変えながらも、“前例”にとらわれすぎ

ない非連続的な発想が求められます。そうした発想から生まれる“前例のない夢”に向かって社員

一人ひとりが対話と協働を深め、一歩を踏み出す姿勢をこのメッセージに込めました。

　DNPがイノベーションによって価値を生み出し続ける背景には、企業理念を

軸に育んできた組織風土があります。150周年の施策においても、社員一人ひ

とりが自ら考え行動することを重視し、社員と会社がともにつくり上げています。

　周年記念のロゴマークは、全世界のグループ社員からの約800件の応

募と1万件を超える投票で選定。全国のエリア施策も、その拠点で働く社

員と家族、地域パートナーが協働して推進しています。

　こうした社員の主体性と対話を起点とした活動を通じて、社員一人ひとりがDNPの“志”への理解を深めるとと

もに、「より良い未来」をつくる当事者であるとの意識を高め、学びを挑戦につなげています。この組織風土こそ

が、DNPの事業価値・企業価値の持続的な創出を支えています。

非連続的な発想で変革に挑戦する、組織風土の醸成

DNPは1876年の創業時に「文明の業を営む」という言葉を掲げ、以来、より良い社会、より心豊かな暮らしに欠かせない価値を生み出し続けています。

150周年を新たな節目とし、変革に挑戦する組織風土を活かして「より良い未来づくり」を加速させていきます。

「対話と協働」の深化により、社員の自律とエンゲージメントを向上

社員の行動変容に向けて

「150周年の意義」や
「企業理念・志」を知る

認知・理解

「自分の業務も未来に
つながる」と実感する

共感・自分ごと化

「小さなことでも挑戦
してみよう」と奮起する

行動意欲

「DNAや挑戦の文化」を
再確認し、仲間意識が高まる

一体感・誇り

社員の挑戦の志を表すキービジュアル

　職種や勤務地、事業分野の異なる12人のグループ社員――。そ

れぞれの“挑戦への想い”をAIでグラフィック化し、本人の写真と掛

け合わせて表現しています。社員の想いの潜在的なイメージをAIで

引き出すことで、既成概念にとらわれない、言葉に秘めた意図や自

身も予期しなかったビジョンを可視化し、「前例のない道への挑戦」

を印象づけます。

　全国の自社拠点に設置したDNP記念撮影フォトブース「写Goo！」

やスマートフォンのアプリを使い、社員の誰もがこのビジュアルの写

真を撮影できる施策も展開。全社員の一体感を醸成します。

一体感・誇り行動意欲

企業理念の浸透
強みとビジネスモデル

キービジュアル

150周年スペシャルサイト
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サステナビリティ経営の全体像
マテリアリティ

DNPは、企業理念に基づき、持続可能な社会と心豊かな暮らしの実現をめざして、

長期を見据え、自らが「より良い未来」をつくり出す事業活動を展開しています。

「より良い未来」としてめざす「4つの社会」を掲げ、

その実現に向けたマテリアリティを定めています。

自ら変化を生み出し、

変化に柔軟に

対応することで、

環境・社会・経済の

持続可能性を

高めていきます。

リアルとデジタルを

つなぐことで、 

得られる体験価値の

質を高めるとともに、

人々の活動の機会を

拡げていきます。

相互に理解を深め、

認め合うことで、 

誰もがいきいきと

活躍できる場を

つくっていきます。

環境保全・環境負荷の

低減に取り組むことで、

ネイチャーポジティブな

バリューチェーンを

実現していきます。

安全・安心かつ
健康に心豊かに
暮らせる社会

快適に
コミュニケーション

ができる社会

人が互いに
尊重し合う社会

経済成長と
地球環境が

両立する社会

DNPグループは、
人と社会をつなぎ、新しい価値を提供する。

未来のあたりまえをつくる。

企業
理念

サステナブルな経営の考え方

持続可能な

社会と

心豊かな暮らしの

実現をめざす

マテリアリティ

経営の基本方針に基づく
中期経営計画

DNPの成長と

「より良い未来」に向けて

「重要課題」の解決に

優先的に注力する

「事業戦略」

×

「財務戦略」

×

「非財務戦略」

DNPがめざす「より良い未来」

ブランドステートメント

マテリアリティ
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コーポレート・ガバナンス  P85

人的資本財務資本

知的
資本

社会・関係
資本

製造資本自然資本

事業
リスク

事業機会

マテリアリティ
 P23

持続的な
事業価値・株主価値の

創出を図る

企業価値の
向上

「より良い未来｣の
実現

持続可能な社会と
心豊かな暮らしの

実現をめざす

スマート
コミュニケーション

部門

ライフ&
ヘルスケア

部門

エレクトロニクス
部門

中
期
経
営
計
画

人的資本の強化

知的資本の強化

環境への取り組み

経営基盤の
強化

 P56

価値の創出
 P43

デジタルインターフェース関連

情報セキュア関連

フォトイメージング関連

モビリティ＆リビング関連

産業用高機能材関連

半導体関連
P&I

イノベーション

  D

X（デジタルトランスフォーメーシ
ョン
） 

 P
72

持続的成長を支える価値創造ストーリー
DNPは、外部環境の変化がもたらすリスクと機会を的確に捉え、6つの経営資本を掛け合わせることで、P&Iイノベーションによる新たな価値の創出を進めています。

また、成長領域への投資と事業ポートフォリオの変革を通じて、収益性・成長性・レジリエンスを兼ね備えた経営基盤の強化を進めています。

強みと資本を掛け合わせる

成長と変革を駆動する

経営資本を強化し
持続的な価値創出を支える

収益性・成長性の高い
事業を着実に育てる

強い事業ポートフォリオの
構築をめざす

リスクと機会を特定する

マテリアリティ

6つの資本
 P28

高度化
された

印刷技術

プロセス
設計・

マネジメント力
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マテリアリティの特定および重要性評価プロセス
DNPは、「より良い未来」としてめざす4つの社会の実現に向け、経済・社会・環境の変化やステークホルダーの期待を踏まえ、ダブルマテリアリティ（社会・環境への影響と企業価値

への影響の両面）の観点からマテリアリティを特定しています。また、経営環境の変化に応じてリスクと機会を継続的に識別・評価・見直し、事業への財務影響や優先度の観点から重

要性を評価するとともに、中長期の経営戦略へ反映しています。

DNPは、取締役会の監督のもと、サステナビリティ推進委員会を中心とした推進

体制を構築しています。リスクと機会の評価からマテリアリティの見直し、経営戦

略への反映までを継続的に実施し、持続的な企業価値の向上につなげています。

マテリアリティ

マテリアリティの特定とリスク・機会の重要性評価プロセス

サステナビリティ経営の推進体制

•  国際的な枠組み・動向の把握
•  社会課題・メガトレンドの分析
•  ステークホルダーの期待・
 関心の把握
•  DNPの事業環境の分析

外部環境・
事業環境の分析1

DNPグループの
事業に影響を与える
変動要因を特定

変動要因の
特定2

中長期の視点で
変動要因がもたらす
マイナスの影響（リスク）と
機会を広く抽出

リスクと
機会の識別3 社会・環境への影響やステークホルダーの期待を踏まえ、

ダブルマテリアリティに基づきマテリアリティを特定  P24

マテリアリティの特定（重要課題の決定）4
経営会議・取締役会の
承認を経て決定し、
ステークホルダーに開示

承認・開示6
マテリアリティ・重要な
リスクと機会に基づき、
戦略・目標と連動した
価値創出を推進し、
進捗を継続的にモニタリング

事業活動への
展開と進捗管理7

サステナビリティ推進委員会による全プロセスを通じた審議・モニタリング

識別したリスクと機会について、財務影響度と優先度
（発生時期・発生可能性）の2軸で重要性を評価  P26

重要性評価（マトリクス評価）5

　社会や市場を取り巻く環境は絶えず変化しており、それに伴って事業機会やリスクも変化していま

す。DNPは、こうした変化を継続的に捉え、中長期的な視点でリスクと機会を毎年見直しています。

　サステナビリティ推進委員会では、その結果を踏まえ、必要に応じてマテリアリティ

を見直す仕組みとするとともに、各部門と対話を重ねながら、重要課題を経営戦略

や重点施策へ反映し、持続的な企業価値の向上につなげることを重視しています。ま

た、社会環境の変化に応じて必要なテーマ別分科会を設置し、人権への取り組みや

情報開示の高度化など、部門横断で重点課題への対応を進めてきました。

　私たちは、変化に受け身で対応するのではなく、自ら変化を捉え、対話と協働

を通じて経営へ反映していくことで、「より良い未来」の実現につながるサステナ

ビリティ経営を推進していきます。

推進体制

取締役会

サステナビリティ推進委員会事務局

テーマ別分科会（環境、人権、サプライチェーン、情報開示 等）

各法令等の主管部門

企業倫理
行動

委員会

BCM
推進

委員会

サステナビリティ推進委員会
委員長： 代表取締役社長
委員： 本社部門担当
  取締役・執行役員

監督

執行

対話を通じて、サステナビリティ経営を前進させる

サステナビリティ推進委員会事務局 局長 鈴木 由香
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マテリアリティを起点とした価値創出の体系
外部環境の変化がもたらすリスクと機会を踏まえ、DNPが「より良い未来」としてめざす4つの社会の実現に向けて、提供する価値と取り組むべき事項を「マテリアリティ」として特定しています。

これらのマテリアリティに基づき、事業戦略・財務戦略・非財務戦略・リスクマネジメントを推進するとともに、その成果をKPIによりモニタリングし、持続的成長と企業価値向上の実現をめざします。

マテリアリティ

自ら変化を生み出し、変化に柔軟に
対応することで、環境・社会・経済の
持続可能性を高めていきます。

リアルとデジタルをつなぐことで、 
得られる体験価値の質を高めるとともに、
人々の活動の機会を拡げていきます。

相互に理解を深め、認め合うことで、
 誰もがいきいきと活躍できる場を

つくっていきます。

環境保全・環境負荷の低減に
取り組むことで、ネイチャーポジティブな
バリューチェーンを実現していきます。

マテリアリティ

心豊かな暮らしを実現する社会環境の整備
安全・安心を支える社会・情報基盤の構築

一人ひとりに最適化された情報の提供
次世代技術と連動した体験の拡張

誰もが参画できる機会の創出
グローバルに開かれた情報アクセシビリティの確保

利便性と環境配慮を両立する仕組みの構築
資源の有効活用による持続可能な経済成長の支援

優先的に
創出する価値

DNPがめざす
より良い未来

安全・安心かつ健康に
心豊かに暮らせる社会

快適にコミュニケーションが
できる社会

人が互いに
尊重し合う社会

経済成長と地球環境が
両立する社会

対応方針
戦略

事業戦略
（価値の創出）

注力事業の拡大と
構造改革の推進

 P33

財務戦略
（価値の創出）

キャッシュ･アロケーション
戦略の強化

 P40

非財務戦略
（経営基盤の強化）

人的資本の強化
 P58

知的資本の強化
 P65

環境への取り組み
 P77

リスクマネジメント
（潜在的なマイナス影響の最小化）

サプライチェーンマネジメント  P27

情報セキュリティ  P101

人権の尊重  P100
コンプライアンスの徹底

外部環境変化
（変動要因）

• DX、AI、ロボティクスの社会実装の進展と活
用競争の拡大

• サイバー攻撃・情報セキュリティへの脅威の増大
• データ・情報格差の拡大

• 地政学リスクの高まりと市場・供給の不安定化
• 規制・制度の高度化と影響力の拡大
• グローバル競争環境の変化と事業展開の複
雑化

• グローバル人口増加と国内生産年齢人口減
少の進行

• 人材の量から質・活用重視への変化 
• 人権・D&I・ウェルビーイング要請の拡大

• グローバル事業拡大に伴う制度・文化の多
様化

• コンプライアンス要請の高度化
• 情報拡散によるレピュテーション影響の拡大

• 気候変動・自然劣化の影響拡大
• 脱炭素・循環経済への移行の加速
• 環境情報開示要求の高度化

リスク

• A Iや技術進展への対応遅れによる競争力 
低下

• サイバー攻撃による事業停止
• AI活用に伴う偽情報発信や人権侵害

• 地政学リスクによるサプライチェーンの混乱
• 地経学・金融変動による収益性低下
• 規制の多様化による事業効率低下、知財係
争リスク

• 専門人材の不足・流出
• 高度人材確保の難化による競争力低下
• 組織文化・心理的安全性欠如によるエン
ゲージメント低下

• 人権・コンプライアンス対応負荷増大
• グローバル運営の複雑化
• コンプライアンス違反による信用毀損

• 自然災害・資源制約による操業・生産・調達
の不安定化

• 環境対応・情報開示高度化に伴うコスト増大
• 環境規制強化に伴う対応負荷の増大

機会

• AI・ロボット活用による業務効率化・生産性
向上

• 高セキュリティ環境下での大量データ流通・
サイバーセキュリティ需要の拡大

• デジタルサービス市場拡大による成長機会創出

• サプライチェーンの再構築による事業レジリ
エンス・競争力強化

• 半導体等の事業関連分野における需要増、
成長市場での事業拡大

• 戦略的IRと情報開示高度化による競争力強化

• 人材シフト・リスキリングによる最適配置と組
織力の最大化

• 多様性・アルムナイ活用による組織力・創造
性向上

• AI活用による業務効率化・新サービス創出

• グローバルでのガバナンス・コンプライアンス
体制の強化による企業価値向上

• サプライチェーン透明化による信頼・ブラン
ド価値向上

• 多様な文化・価値観を活かした新市場・新
事業の展開

• サプライチェーン強靭化による事業レジリエ
ンスの強化

• 環境配慮製品・サービスによる市場獲得・
競争力強化

• トレーサビリティ確立による差別化・信頼性向上

自然・生物多様性の
劣化、トランジション
環境関連

人口動態、人材確保、
人権意識
人的資本関連

文化、制度、倫理
バリューチェーン関連

グローバル化、
地政学、法規制
経済活動関連

DX、AI、セキュリティ
技術動向関連

戦略・施策への展開

24

イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ

1 

D
N
P
と
は

3
価
値
の
創
出

4
経
営
基
盤
の
強
化

6
業
績
・
会
社
情
報

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・

ガ
バ
ナ
ン
ス

5

価
値
創
造
に

向
け
た
経
営
戦
略

2



マテリアリティ実現に向けた重点施策とKPI
DNPは、マテリアリティに基づく戦略を具体的な重点施策へ展開し、注力事業領域と経営基盤強化施策を

一体的に推進しています。各重点施策の進捗をKPIにより継続的にモニタリングすることで、「より良い未来」として

めざす4つの社会に対する価値創出を図るとともに、持続的成長と企業価値向上につなげています。

施策 主な取り組み マテリアリティ 主要KPI（2026-2028中期経営計画）

事
業
を
通
じ
た
価
値
創
出

価
値
創
出
を
支
え
る
基
盤
の
強
化

情報セキュア関連

フォトイメージング関連

モビリティ&リビング関連

人的資本

産業用高機能材関連

知的資本

デジタルインターフェース関連

環境

半導体関連

リスクマネジメント

 事業活動への展開・主要KPI

主に関連するマテリアリティ

• 市場成長が見込まれるグローバルな有望市場等に積極的に投資

• 信頼性の高い社会基盤の構築

• グローバル生産体制・供給体制の強化、新興国市場の開拓

• 笑顔と安心があふれるコミュニケーション社会の実現

• HMI（Human Machine Interface）関連部材の拡大、グローバル事業の拡大

• 付加価値の高い材料開発による競争力強化

• 各種機能性フィルム関連製品の開発、グローバル展開

• EVや再生可能エネルギーを支える部材提供を通じた脱炭素社会への貢献

• 次世代ディスプレイ需要に応える先進的な量産対応力による事業拡大

• 多様なデバイスの進化への貢献

• フォトマスクの市場成長に応じた最適な体制構築

• 最先端領域への事業展開の加速、TGVガラスコア基板の事業化

• 人材育成、リスキリングの推進、D&I推進、エンゲージメントの向上等

によるグローバルでの「人的創造性」の向上

• グローバルでのオープンイノベーションの推進

• AI前提の業務・意志決定プロセスへの転換

• 気候変動の緩和・適応、資源の効率的利用、生物多様性の保全

• 環境配慮製品・サービス「スーパーエコプロダクツ」※の拡大

• サプライチェーンの強靭化、情報セキュリティの強化、人権の尊重

• コンプライアンスの徹底

スマート
コミュニケーション

部門

ライフ＆
ヘルスケア

部門

エレクトロニクス
部門

営業利益 ＋100億円
営業利益CAGR 8％

安全・安心かつ健康に心豊かに暮らせる社会

快適にコミュニケーションができる社会

人が互いに尊重し合う社会

経済成長と地球環境が両立する社会

営業利益 ＋88億円
営業利益CAGR 7％

営業利益 ＋143億円
営業利益CAGR 9％

人的資本投資額 350億円規模
エンゲージメントサーベイスコア（挑戦スコア） ＋10％以上
女性管理職比率 15％（2030年度）

研究開発投資額 1,200億円規模
生成AIの標準導入の完了
高度利用者定着率 50％

重大事故 ゼロ

2030年度
までに

GHG排出量 2019年度比40％削減
資源循環率 70％達成
水使用量 30％削減

マテリアリティ

※環境配慮製品･サービスとは、DNPの「環境配慮製品･サービスの開発指針」に基づき認定した製品･サービスです。スーパーエコプロダクツは、そのうち特に高い評価を得たものを指します。
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 重要な機会

 重要なリスク

重要なリスクの項目 具体的な内容 主な対応施策

地政学リスクによるサプライチェーンの混乱 • 地政学リスクの高まりによるサプライチェーンの混乱・分断による事業停滞、サプライチェーンの再構築や調達先変
更等による事業活動の不安定化・コストの増大 サプライチェーンマネジメント  P27

サイバー攻撃による事業停止 • サイバー攻撃の増大等による事業・サービスの停止、システム破壊、データ損失等 情報セキュリティの強化  P101

AI活用による偽情報発信や人権侵害 • AI活用の拡大により、偽情報の生成・拡散や不適切利用が発生し、顧客・社会からの信頼低下や人権侵害・プラ
イバシー侵害につながるリスク 人権尊重  P100

人権デュー・ディリジェンスや法規制の強化 • グローバルサプライチェーンにおけるコンプライアンスや企業倫理の水準強化による管理・対応負荷の増大

重要な機会の項目 具体的な内容 関連する注力事業領域

高セキュリティ環境下での大量データ流通 • データ流通・セキュリティ需要の増大
• データ・デジタル基盤の信頼性や透明性の向上

情報セキュア関連  P47

デジタルサービス市場の拡大 • デジタル化に伴う顧客体験や満足度の向上、個々人に適した情報の提供やサービスの高度化 フォトイメージング関連  P48

環境配慮製品・サービス、技術の需要拡大
早期開発による市場獲得

• 低炭素製品・サービス、代替素材製品、クリーンエネルギー関連部材等の需要の拡大
• 移行対応技術を通じた成長機会の創出

モビリティ&リビング関連  P49

サプライチェーン競争力の強化、事業レジリエンスの強化 • 調達・生産の分散化、情報の可視化によるサプライチェーン競争力・事業レジリエンスの強化、事業継続性の向上 産業用高機能材関連  P49

AI・ロボット活用による生産革新
• AI活用による意思決定の高速化
• AI・ロボット活用による事業化・業務効率化、生産プロセスの革新
• 行政や金融、流通分野におけるコミュニケーションの高度化

デジタルインターフェース関連  P52

DXの推進、AIの社会実装に伴う関連事業分野の需要拡大 • 半導体関連分野の需要拡大 半導体関連  P53

財
務
影
響
度

大

小

小 大
（発生時期・発生可能性）

特に重要重要

中程度

中程度小 中程度

中
程
度

中
程
度

重要

優先度

リスクおよび機会の重要性評価
DNPは、事業に影響を及ぼすリスクおよび機会について、財務影響の大きさ、発生時期、発生可能性、社

会・環境への影響度などの観点から重要性評価を実施しています。評価結果はサステナビリティ推進委員会

で審議し、経営への影響が特に大きい項目を「重要なリスクおよび機会」として特定しています。

重要なリスクについては、事業への影響低減を図るための重点施策を設定し、サプライチェーンマネジメン

ト、情報セキュリティ、人権尊重への取り組みを中心に管理を強化しています。一方、重要な機会について

は、中期経営計画における注力事業領域と結び付け、成長機会として積極的に取り込んでいます。

これらの重要なリスクおよび機会は、事業戦略や資源配分の検討に反映するとともに、重点施策を通じて継

続的に対応しています。

マテリアリティ

財務影響度： 
大（100億円規模）
中（10億円以上）
小（10億円未満）

発生時期： 
長期（5～10年）
中期（5年以内）
短期（既に顕在化）
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不確実性の高い外部環境において、「原材料の安定調達」は単なるコストから、価値の源泉となってきています。

事業継続性と競争優位性を確保するため、材料サプライチェーンの透明化とレジリエンス強化を経営の重要課題として推進しています。

　地政学リスクの高まり、物流混乱、規制強化、環境・人権要請の高度化等により、従

来の効率重視型サプライチェーンは限界を迎え、供給途絶や事業停滞のリスクが顕在化

しています。特に川上（材料）の供給網は多層化・ブラックボックス化が進み、企業自身

がリスクを把握しきれない「見えない不確実性」を抱える構造となっています。DNPは、こ

の激変する環境を「コスト増のリスク」と捉えるのではなく、強靭な事業体質へ脱皮する

ための絶好の機会と定義しています。単なる材料確保にとどまらず、テクノロジーと組織

力を融合させた情報の収集・分析に基づいた5つの施策を実行することで、「インテリジェ

ンス機能」の構築を進めています。不確実性に対して非連続的に対応することで、安定

供給という「強固な守り」を基盤に、新たな競争優位性や「攻めの価値」を創出する戦略

的調達を実践しています。

　DNPは「インテリジェンス機能」の構築を通じて、原材料調達におけるありたい姿の実

現に向けて取り組んでいます。情報の調達から始まり、AIやデータ、人的知見の複合的

な掛け合わせを通じて、有事の際であっても迅速な意思決定が可能な組織体制の構築

と、事業に対する正確かつ適切な提案をめざします。

効率重視から強靭性へ、調達戦略のパラダイムシフト

インテリジェンス機能の構築とサプライチェーンの制御

原材料を取り巻く
環境と情報の調達

AIデータクレンジング・統合

事業に対する提案

物流

地政学

鉱山・石油化学プラント
木質資源

サプライヤー 出荷 顧客メーカー

規制市況リスク稼働対話

サプライヤー情報 市場

製品に付帯した情報

サプライチェーン
最適化

意思決定
2  

BCP施策
徹底

• グローバルなマルチソーシング化、代替材料の事前検証
• 戦略在庫の最適化（安全性と資本効率の両立）
• 物流ルート、調達構造の冗長化
 ➡有事における供給継続力の確保

3  
戦略的
パートナーシップ

• 重要・戦略サプライヤーの特定と関係強化
• 共同開発・情報共有による価値共創
• 中長期事業視点での関係性構築
 ➡調達をコスト機能から価値創出機能へ転換

4  
三現主義　
対話と改善

• 国内外のサプライヤーに対するESG・供給リスク 
 観点での現場・現物・現実チェック
• サプライヤー課題に対する個別対話と改善支援
• サプライヤーエンゲージメントの強化
 ➡サプライチェーン全体での持続可能性向上

1  サプライチェーン透明化 •戦略製品を中心に、川上の供給構造を把握　•供給制約箇所の特定とリスク評価、AIによる分析高度化、データ＋外部インテリジェンス（特定の組織・団体）活用 ➡「見えないリスク」を可視化

5  デジタル×アナログ調達高度化 •AI・データによるリアルタイム情報監視　•ベテラン人材の暗黙知の形式知化・組織化　•属人性から仕組み化への転換 ➡「インテリジェンス機能」の構築

DNP

重要なリスクへの対応：サプライチェーンの高度化とインテリジェンス機能の構築
マテリアリティ
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DNPは、 人的資本、知的資本、製造資本、自然資本、社会・関係資本、財務資本の6つの経営資本を、競争優位の源泉として捉えています。

印刷プロセスに立脚した「P&I」を基盤に、これらの資本を掛け合わせることでシナジーを生み出し、継続的な価値創出につなげています。

価値創出を支える競争優位の源泉

6つの経営資本
６つの経営資本

資本 強み・めざす姿 重要課題 インプット（2025年度実績） アウトプット（2025年度実績） 課題と今後の取り組み

人的資本
 P58

挑戦する風土・挑戦意欲のある人材

人への投資により自律的成長と挑戦を促
し、信頼に基づく対話と協働を通じて、価
値創出の基盤であり強みの源泉である人
的資本を強化します。さらに、人的創造性
を飛躍的に高め、持続的な価値創出を実
現します。

• 経営戦略に連動するタレントマ
ネジメント

• 組織力強化と挑戦風土の醸成
• 従業員体験の最大化
• 持続的に稼ぎ続ける力の追求
• DNPウェルビーイングの実現

• 従業員数：36,360名
 (連結）
 うち、海外3,707名
• 社員一人当たりの
 教育研修費用：108千円
 (大日本印刷(株)単体)

• 従業員エンゲージメント
 サーベイスコア：
 2022年度比 +6.0%
• DXリテラシー標準基礎教育
 受講完了：29,259名
• 女性管理職比率：12.3%
• 男性育休取得率：106.8%

「人的資本ポリシー」に基づき、一人
ひとりのキャリア自律と挑戦を促進し、
挑戦と対話に満ちた組織風土の形成
を図ります。経営戦略との一体化を一
層推進し、最適配置と自律的成長を
通じて、人への投資を起点とする価値
創出の好循環を確立します。

知的資本
 P65

 P72

幅広い領域での技術革新と
研究開発体制

「P & I」の強みを進化・深耕させるととも
に、社外パートナーとの連携を深め、知的
資本の充実を図ります。事業部門／研究
開発部門／知財部門が三位一体となり、
新たな価値を創出します。

• 新規事業創出のための技術獲
得の加速

• DNP独自の強み技術の高度化
およびグローバル展開の加速

• AI前提の業務・意思決定プロ
セスへの変換

• 研究開発費(年間)：
　422億円

• 国内特許保有件数：12,328件
　海外特許保有件数：5,041件
• 業務特性に応じた生成AIの
　標準導入の完了と高度定着
　高度利用者定着率50%

新規事業創出のための技術獲得の加
速や、独自の強み技術の高度化およ
びグローバル展開に向け、注力領域
の設定や技術の掛け合わせ、戦略的
パートナーシップ構築、オープンイノ
ベーションの拡充を推進します。これ
らの取り組みを通じてグローバルでの
知的創造性の向上と競争優位性の確
立を図ります。

製造資本

高度化した印刷技術を有する製造拠点

事業戦略に基づき、注力事業を中心とした
積極的かつ継続的な設備投資の実施や、
既存印刷関連の製造拠点再編による収益
性の向上を図ります。製造資本の強化につ
なげ、製品・サービスを製造・運用する基盤
として、さらなる価値の創出をめざします。

• 投資配分の最適化
• 製造拠点の再配置と利活用に
よる収益拡大

• さまざまなインシデントを想定 
した早期復旧と事業継続対応
(BCM･BCP)

• 事業競争力が高く、安全･安心･
高品位な製造基盤の構築

• グローバルな製造拠点：
 国内60カ所、海外18カ所
• グローバルな営業拠点：
 国内33カ所、海外25カ所
• 設備投資額(年間)：
 877億円

• 生産設備拡大やM&Aなどによ
る注力事業領域への積極的な
投資

• 組織再編等による事業構造改
革の推進

• 重大な品質事故の発生件数：
ゼロ件

国内外の市場動向に応じて、注力事
業に位置づける半導体、デジタルイン
ターフェース、モビリティ&リビング、産
業用高機能材、情報セキュア、フォトイ
メージング関連を中心に、自社の独自
性・強みを生み出す製造拠点を整備
していきます。また、再構築事業の製
造拠点の再編を通して、資産効率を
高めていきます。
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6つの経営資本

資本 強み・めざす姿 重要課題 インプット（2025年度実績） アウトプット（2025年度実績） 課題と今後の取り組み

自然資本
 P77

環境負荷を低減する
製品・サービス

独自の環境マネジメントシステムにより
事業活動と自然資本の関わりを捉え、
「DNPグループ環境ビジョン2050」に基
づく実効的な活動を推進することで、経
済成長と地球環境の両立をめざします。

• 自社事業活動のGHG排出量削減
• 資源循環率の向上 
• 地域生態系への配慮 
• 環境配慮製品･サービスの設計、
サプライチェーン全体での環境
負荷の低減

• エネルギー総消費量：
 14,120TJ 
• 水使用量：9,003千m3 
• 紙 投入量：452千トン 
• プラスチック 投入量：
 284千トン

• GHG排出量（Scope1+2）：
 719千トン-CO2e
• 排水量：7,013千m3 
• 不要物総排出量：225千トン 
• 最終処分場利用量：4.9千トン
• 環境配慮製品・サービス「スー
パーエコプロダクツ」売上高：

 2,761億円（売上高比率18.3%）

事業活動における自然資本への依存と
インパクトを考慮した戦略を推進し、環
境関連のリスクに対するレジリエンスを
中長期的に高めていきます。また、ネイ
チャーポジティブ経済への移行を機会
と捉え、P＆Iイノベーションによる新たな
価値の創出に取り組んでいきます。

社会・関係
資本

 P100

多様なステークホルダーとの共創

あらゆるステークホルダーから信頼され
る企業であり続けるとともに、多様なス
テークホルダーとの共創を通じて持続
的な価値を創出し、社会とともに成長す
る企業をめざします。

• 多様なパートナーシップの構築･
拡大

• 責任ある調達の推進、サプライ
チェーンにおける人権デュー･ 
ディリジェンス

• 社員の企業倫理･コンプライアン
スの徹底

• 地域･社会と連携した貢献活動

• 数万社規模のビジネス
パートナー

• 責任ある調達活動の連携
 サプライヤー数：
 285社 
• 社会貢献プログラム
 実施件数：170件

•  ｢サステナブル調達ガイドライン」
に基づく国内サプライヤー調査 

  平均スコア：85点
•  ｢印刷･加工用紙調達ガイドライ
ン」に適合した用紙調達

 適合証明書取得率：99.9%
• 社員食堂での寄付付き次世代
支援メニュー

 喫食数：44,433食
 寄付金：222万円/年

社員のコンプライアンス意識の向上と
サプライチェーン全体を通じたリスクマ
ネジメントの強化を図るとともに、多様
なステークホルダーと連携し、グローバ
ルでの人権尊重や環境負荷の低減に
取り組みます。

財務資本
 P38

事業環境の変化に対応する
キャッシュ・アロケーション戦略

持続的な成長に向けた成長投資と株主
還元を両立するとともに、資本効率を高
めることで、企業価値の持続的な向上
をめざします。

• 株主資本コストの低減
• 期待成長率の向上
• ROAの向上
• レバレッジの活用

• 自己資本:1兆1,905億円
• 有利子負債:2,635億円
• 自己資本比率:58.5%
• 信用格付け:AA-(R&I)

• 売上高：1兆5,125億円
• 営業利益：1,010億円
• 当期純利益：1,039億円
• ROE：8.9%
• 営業CF：685億円
 (政策保有株式の売却に伴う税
金費用を除く）

当社が強みを持ち、収益性・成長性が
見込める領域への投資やM&Aを積極
的かつ機動的に実行するとともに、自
己資本を適切にコントロールし、資本コ
ストを上回る資本収益性の持続的な創
出を図ります。
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社外パートナーとの「対話と協働」で
新たな価値を創出する「P&Iラボ」

　DNPは独自の「P&I」（Printing & Information）の技術・

知見と、パートナーの技術やアイデアを掛け合わせて、

社会や人々が求める価値を生み出す「P&Iイノベーショ

ン」を推進しています。その一環で、DNPが運営するコラ

ボレーション施設「P&Iラボ」では、来場者との「対話と

協働」を起点に、新しい価値の創出に取り組んでいます。

　ここでは、①課題を発見する、②アイデアを創出する、

③価値として具現化する、というプロセスを通じて、社内

外の人材・知見・関係性を結び付けていきます。パート

ナーとともに、人的資本の成長、知的資本の深化、社

会・関係資本の拡張に取り組み、持続的なイノベーショ

ン創出に貢献していきます。

　事業ポートフォリオの変革に対応し、製造資本と人的

資本の最適な組み替えを推進しています。事業戦略に

基づき人材ポートフォリオを高度化し、再構築事業から

成長ポテンシャル事業・注力事業・基盤事業へと人材

の再配置を進めています。加えて、大幅な職種転換の際

は、必要となる基礎知識やスキル、マインドセットの習得

に向け、リスキリングを体系的に実施し、印刷関連で

培った人材を高機能材・半導体関連やBPO領域へ転換

するほか、3Dデザイン教育によるXR分野への展開や、

ICT・DX領域へのシフトを行っています。今後も社員の自

律的挑戦を起点に、事業戦略と連動した最適配置を進

め、価値創出力の向上につなげていきます。

社内のリソースを掛け合わせP&Iイノベーションを
創出する「未来づくりミーティング」

　DNPの社内イベント「未来づくりミーティング」は、2023

年度から毎年開催し、2026年度に第4回を迎えました。グ

ループ全体の社員が「対話と協働」を深め、独自のコア技

術や生産プロセス、特許などの強みを理解し、その強みを

掛け合わせて、将来の事業創出につながる構想や技術

シーズを生み出す「未来志向の場」です。参加者も全社員

の約3分の1に拡大。リアル会場のほか、いつでもどこから

でも参加できるメタバース会場でも開催するなど、先端の

技術を活かし、人的／知的／製造等の経営資本の相乗効

果につなげています。こうした取り組みを通じ、事業ビジョン

「P&Iイノベーション」を軸に、中長期的な成長機会の創出

と、持続的な企業価値の向上に挑戦し続けていきます。

2023年5月の開設以来、3年間で約3,400件・16,000名
の来場パートナーとともに、「未来のあたりまえ」をつくり出す「対
話と協働」を進めています。

成果指標2026年はグループ全体から137のテーマを出展。東京・ 
大阪に加えメタバースでも開催することで、拠点の制約を超えて、約
9,200人が参加し、「未来のあたりまえ」をつくり出すことに挑戦しています。

成果指標2020～2025年度の6年間で社内外を含め2,400名以
上の再配置を行い、戦略領域への人材シフトを着実に実現してき
ました。

成果指標

人的資本 製造資本

DNPは、6つの経営資本を分断して捉えるのではなく、掛け合わせることで価値創出の相乗効果を高めています。

社内外のステークホルダーとの「対話と協働」を基盤に、人的資本や知的資本、製造資本等を結び付け、社会課題の解決と事業の成長を同時に実現していきます。

資本のシナジーを生み出し、成長を加速

経営資本の掛け合わせ
６つの経営資本

知的資本 人的資本 社会・関係資本 知的資本

事業ポートフォリオに応じた
製造資本・人的資本の組み替え

社外でのキャリア選択DNPグループ外 コーポレート部門ほか経営基盤

2,400名以上
既存印刷関連など

再構築事業

成長ポテンシャル事業 注力事業

基盤事業

人材の再配置について（2020年～2025年度）
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　DNPはブランディングを重要な経営戦略の一つと位置づけ、ブランドステートメント「未来のあ

たりまえをつくる。」を掲げています。経営資本を適切に活かし、世界の人々が求める価値を提供し

続けることで「DNPブランド」を高めていきます。より良い未来を自らつくり出していく「イノベーショ

ンカンパニー」としてのDNPの姿を広く発信し、人々の認知・共感・行動を促すことで、企業価値の

向上にも貢献。より多くのパートナーとともに「対話と協働」を深め、知的資本や社会・関係資本

などを高めて中長期的な成長につなげていきます。

コーポレートブランディングの基本的な考え方

　DNPは1876年の創業から150周年という節目を新たな出発点とし、これまで以上に、世界の人々

に欠かせない“あたりまえ”の価値を普及させていきます。この企業姿勢を広く伝えるため、新たな

企業広告シリーズ「あたりまえを、あたりまえにできるか？」を2026年4月にスタート。「あたりまえ」が

持つ力や可能性と、まだ見ぬ未来への期待を描いていきます。表現力が豊かで、多様な役を演じる

俳優の石原さとみさんが、ユーモアあふれる表情やアクションで語りかけます。この広告施策を通じ

て、社員の挑戦の機運を高めるとともに、社外のパートナーとの「対話と協働」を促進していきます。

企業広告について

　例年独自に行う「DNPブランドイメージ調査」で、2025

年度はほとんどの指標でイメージが向上しました＊。特に、

「社会の変化に対応できる」「イノベーティブ（革新的）であ

る」「新分野進出に熱心である」という項目が前年から大き

く伸張しています。引き続き、DNPのブランド価値の向上を

企業活動への評価拡大につなげていきます。

ブランディング調査

＊2025年12月　DNP独自調べ
対象：日本国内・関東圏のビジネスパーソン（従業員数301人以上の企業・団体に所属）
回答数：648件

伝統が
ある

技術力が
ある

安定性が
ある

信頼性が
ある

研究開発力・
商品開発力が
旺盛である

社会をより良く
する技術や
サービスの
社会実装に
貢献している

社会の
変化に
対応できる

新分野
進出に
熱心である

イノベーティブ
（革新的）
である

常に
挑戦を
続けている

将来性が
ある

顧客ニーズ
への対応に
熱心である

2023年12月（n＝694） 2024年12月（n＝629） 2025年12月（n＝648）

60.3
55.9 55.2 53.5

47.7 46.6 45.7 45.1 44.8 43.7 43.4 41.5
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（%）
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40
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0

数値を維持していきたい項目（伝統因子） 数値を特に伸ばしていきたい項目（将来因子）

DNPは、対話の機会の創出やブランド価値向上の取り組みなどを通じて、イノベーションを生み出す姿勢や価値創出の考え方を社会と共有しています。

ステークホルダーとの関係を深化・拡張することで、知的資本や社会・関係資本をはじめとする経営資本の高度化を図り、持続的な成長につなげています。

コーポレートブランディングによる経営資本の高度化
―“イノベーションカンパニー”としてのDNPの理解・共感を加速 ―

６つの経営資本

D
N
P
と
は

ブランドサイト「あたりまえをあたりまえにできるか？」
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https://www.dnp.co.jp/brand/



